
「
て
い
ね
い
に
勉
強
を

教
え
て
ほ
し
い
、
話
を
き

い
て
欲
し
い
「
、
「
一
人

ひ
と
り
に
目
を
向
け
て
ほ

し
い
」
と
い
う
、
子
ど
も

た
ち
の
願
い
は
切
実
で
す
。

少
人
数
学
級
が
、
学
力

の
向
上
や
生
活
習
慣
の
改

善
な
ど
で
効
果
が
あ
る
こ

と
は
、
文
科
省
・
府
教
委

の
調
査
で
も
明
ら
か
で
す
。

全
国
の
都
道
府
県
で
は
、

国
基
準
を
超
え
て
、
小
学

３
年
生
以
上
に
拡
充
し
て

い
ま
す
が
、
小
学
校
２
年

生
で
止
ま
っ
て
い
る
の
は
、

大
阪
、
広
島
、
熊
本
の
３

県
だ
け
で
す
。

貧
困
と
格
差
の
広
が
る

下
で
、
手
厚
い
対
応
が
必

要
な
子
ど
も
が
増
え
、
と

り
わ
け
大
阪
で
は
、
教
育

困
難
が
深
刻
化
し
て
お
り
、

そ
の
現
実
は
切
実
で
す
。

教
職
員
を
増
や
す
こ
と

は
緊
急
の
課
題
で
す
。
と

く
に
大
阪
は
劣
悪
で
す
。

あ
と
３
千
人
増
や
し
て
、

や
っ
と
児
童
生
徒
１
人
あ

た
り
の
教
員
数
が
全
国
平

均
に
追
い
つ
く
状
況
で
す
。

府
独
自
配
置
の
教
職
員

を
増
や
し
、
国
に
は
大
幅

な
教
職
員
定
数
増
を
求
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
０
１
４
年
の
教
員
採

用
で
は
、
大
阪
全
体
で
新

規
採
用
が
７
４
０
６
人
必

要
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

実
際
に
は
３
０
０
５
人
の

採
用
し
か
せ
ず
、
４
４
０

１
人
が
定
数
内
講
師
に
な
っ

て
い
ま
す
。

教
育
に
臨
時
は
な
く
、

正
規
教
職
員
を
定
数
ど
お

り
配
置
し
、
臨
時
教
職
員

の
待
遇
改
善
が
必
要
で
す
。

維
新
府
政
の
８
年
間
で
、

教
育
関
係
予
算
は
５
８
７

億
円
も
切
り
下
げ
ら
れ
、

大
阪
の
教
育
条
件
は
ボ
ロ

ボ
ロ
の
状
況
に
陥
っ
て
い

ま
す
。

一
人
あ
た
り
の
教
育
費

や
学
校
費
、
そ
し
て
教
員

一
人
当
た
り
の
児
童
生
徒

数
な
ど
、
全
国
最
低
水
準

で
す
。

せ
め
て
全
国
並
み
に
引

き
上
げ
る
だ
け
で
も
、
各

学
校
が
抱
え
る
困
難
は
大

き
く
改
善
さ
れ
ま
す
。
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10
月
24
日
に

東
小
校
区
の

自
主
防
災
訓

練
が
あ
り
ま

し
た
。
天
気
も
よ
く
、

た
く
さ
ん
の
方
が
参
加

さ
れ
て
い
ま
し
た
▼
小

学
校
の
グ
ラ
ン
ド
と
体

育
館
を
使
い
、
グ
ラ
ン

ド
で
は
、
防
災
備
蓄
品

の
説
明
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
消
火
器

の
使
い
方
な
ど
の
実
践

を
し
て
い
ま
し
た
▼
地

震
体
験
訓
練
で
は
、
震

度
７
な
ど
が
体
験
で
き
、

強
い
揺
れ
の
場
合
に
は
、

な
か
な
か
机
の
下
に
入

れ
な
い
た
め
、
「
い
ざ

地
震
が
来
た
ら
怖
い
」

と
体
験
さ
れ
た
方
が
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
少

し
前
ま
で
は
、
「
地
震

が
来
た
と
き
に
ガ
ス
は
、

す
ぐ
に
消
し
て
下
さ
い
」

で
し
た
が
、
今
は
、

「
ま
ず
避
難
し
、
地
震

の
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か

ら
火
を
止
め
る
」
指
導

に
変
わ
っ
て
い
ま
す
▼

体
育
館
で
は
、
「
地
震

に
よ
る
電
気
火
災
対
策

を
」
と
、
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
に
つ
い
て
の
説
明

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

地
震
時
に
多
い
火
災
は
、

大
地
震
が
お
こ
り
停
電
。

そ
の
後
復
旧
し
、
そ
の

際
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た

ま
ま
の
電
気
ス
ト
ー
ブ

に
洋
服
な
ど
が
接
触
し

て
発
火
す
る
現
象
が

「
通
電
火
災
」
で
す
▼

今
、
国
や
自
治
体
は

「
通
電
火
災
」
を
問
題

と
捉
え
、
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

寝
屋
川
市
も
独
自
の
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
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全
国
最
低
水
準
の
大
阪
府

小１～小２のみ 大阪、広島、熊本

小１～中３

福島、山形、山梨、長野、静岡、

和歌山、鳥取、岡山、山口、

香川、愛媛、 新潟、福井

小１～中３

（少人数指導との選択制で可）

千葉、神奈川、滋賀、京都、

奈良、福岡

小１～小４・中１～中３ 秋田

小１～中１ 徳島

小１～小４、中１ 岩手、群馬、高知

少 人 数 学 級

拡 充 「 な し 」 は ３ 府 県 だ け

せ
め
て
全
国
並
の
条
件
へ

教員１人当たりの

児童生徒数

一人当たりの

学校費

人口１人当たりの

教育費

小学校４０位
中学校４１位

小学校４３位
中学校４５位

全国４５位
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の
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の
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置
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を
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維新府政８年間で

減らされ続ける教育予算

教
職
員
の

大
幅
増
を

正
規
教
職
員
の

配
置
を



今
年
４
月
に
改
正
さ
れ

た
介
護
保
険
法
の
下
で
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

老
人
保
健
施
設
な
ど
の
入

所
者
に
対
し
、
こ
れ
ま
で

低
所
得
者
へ
の
食
費
や
居

住
費
負
担
の
軽
減
措
置
で

あ
る
「
補
足
給
付
」
の
対

象
外
と
な
っ
た
件
数
は
、

大
阪
府
全
体
の
約
２
割
に

上
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
１
割
だ
っ
た

利
用
者
負
担
が
２
割
負
担

を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
件
数
は
、
全
体
の
約
１

割
を
占
め
ま
す
。

ま
た
、
４
月
の
介
護
報

酬
改
定
が
小
規
模
事
業
の

経
営
を
圧
迫
し
、
撤
退
や

廃
業
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
大
阪
府
全
体
の
待
機
者

は
２
０
０
７
年
で
は
６
０

９
０
人
が
、
２
０
１
４
年

で
は
８
５
５
１
人
と
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

入
所
施
設
が
不
足
す
る

中
、
大
阪
府
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
補
助

金
を
他
府
県
の
低
い
水
準

に
合
わ
せ
、
１
床
あ
た
り

３
７
１
万
円
を
２
７
０
万

円
へ
と
１
０
０
万
円
以
上

も
削
減
し
て
き
ま
し
た
。

同
時
に
、
２
０
０
３
年

度
に
１
１
８
３
件
、
２
０

た
と
回
答
。
ほ
か
に
は
、

主
治
医
の
意
見
書
が
遅
れ

る
な
ど
の
事
情
を
説
明
し

ま
し
た
。

太
田
議
員
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
は
あ
る
と
思
う

が
、
せ
め
て
１
次
判
定
の

結
果
に
つ
い
て
は
介
護
事

業
所
に
出
来
る
だ
け
早
く

伝
え
る
べ
き
と
指
摘
し
ま

し
た
。

０
８
年
度
で
も
３
８
２
件

あ
っ
た
高
齢
者
住
宅
改
造

補
助
金
を
２
０
０
９
年
度

か
ら
廃
止
し
、
見
守
り
訪

問
も
２
０
１
１
年
度
か
ら

廃
止
し
ま
し
た
。

介
護
が
必
要
な
高
齢
者

が
介
護
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
「
介
護
難
民
」

を
出
さ
な
い
た
め
に
は
、

誰
も
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ

ス
が
使
え
る
よ
う
に
、
大

阪
府
が
施
策
の
後
退
で
は

な
く
制
度
を
充
実
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
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４
歳
と
２
歳
の
娘
の

運
動
会
が
あ
り
ま
し
た
。

雨
が
降
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
予
報
で
し
た

が
、
天
気
は
何
と
か
も

ち
、
曇
り
で
し
た
。

２
歳
の
娘
の
懇
談
会

で
、
運
動
会
の
日
は
、

「
な
る
べ
く
後
ろ
の
方

で
見
て
く
だ
さ
い
」
と

先
生
か
ら
。
お
母
さ
ん

を
見
る
と
、
お
母
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
り
、

泣
い
た
り
す
る
か
ら
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

運
動
会
当
日
は
、
少

し
後
ろ
か
ら
見
て
い
ま

し
た
が
、
み
ん
な
泣
く

こ
と
な
く
、
最
初
の
ダ

ン
ス
か
ら
ノ
リ
ノ
リ
で
、

一
生
懸
命
踊
っ
て
い
ま

し
た
。

長
女
は
、
竹
ぽ
っ
く

り
を
し
、
障
害
物
を
上

手
に
ま
た
い
で
い
ま
し

た
。
次
女
は
、
鉄
棒
に

ぶ
ら
下
が
り
、
足
を
上

げ
た
い
け
ど
上
が
ら
ず

を
繰
り
返
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
姿
も
今
し
か

見
れ
な
い
姿
な
ん
だ
な

と
、
毎
年
成
長
を
感
じ

る
瞬
間
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
楽
し
み
で
す
。

石
本

え
り
な

法律相談

日時 １１月１９日（木）

時間 １８時３０分～

場所 にぎわい創造館

第１セミナー室

お問い合せは
日本共産党議員団まで

電話 ８２４－１１８１

第５次総合計画
審議会の日程

日時 11月9日（月）
午後3時～

後期基本計画の
中間答申（案）の審議

どなたでも
傍聴できます。

要
介
護
の

認
定
結
果
早
く

介
護
保
険
制
度

施
策
の
後
退
で
は
な
く
充
実
へ

特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
改
善
を

【
決
算
資
料
よ
り
】

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
待
機
者

（
２
０
１
５
年
９
月

１
日
現
在
）
＝
市
内

18
施
設
で
待
機
者
合

計
は
９
２
８
人
。

重
複
申
請
を
除
く
と
、

市
内
合
計
５
６
０
人
。

そ
の
う
ち
１
年
以
上

の
待
機
者
は
、
５
８

９
人
。
１
年
以
上
の

待
機
者
で
、
要
介
護

別
で
み
る
と
、
要
介

護
３
で
91
人
、
要
介

護
４
で
83
人
、
要
介

護
５
で
１
０
２
人
と

な
っ
て
い
る
。

太
田
議
員
は
、
要
介
護

認
定
の
結
果
が
平
均
38
日

と
、
基
準
の
30
日
を
超
え

て
い
る
現
状
に
つ
い
て
、

責
任
の
所
在
を
問
い
ま
し

た
。市

は
、
26
年
度
は
審
査

の
遅
れ
が
１
６
８
５
件
あ
っ

た
が
、
今
年
度
は
解
消
し

決
算
審
査
特
別
委
員
会

で
太
田
議
員
は
、
寝
屋
川

市
で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
待
機
者
が
、
実
数
で

５
６
０
人
に
上
り
、
そ
の

う
ち
１
年
以
上
の
待
機
者

が
３
５
１
人
い
る
状
況
に

対
し
、
改
善
の
努
力
を
訴

え
ま
し
た
。

※
待
機
者
数
は
左
上
の

「
決
算
資
料
よ
り
」
を
参

照
。

今
年
４
月
に
改
正
さ
れ

た
介
護
保
険
法
の
下
で
、

特
別
養
護
老
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ホ
ー
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や
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人
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入
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で
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食
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負
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で

あ
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「
補
足
給
付
」
の
対

象
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と
な
っ
た
件
数
は
、

大
阪
府
全
体
の
約
２
割
に

上
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
１
割
だ
っ
た

利
用
者
負
担
が
２
割
負
担

を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
件
数
は
、
全
体
の
約
１

割
を
占
め
ま
す
。

ま
た
、
４
月
の
介
護
報

酬
改
定
が
小
規
模
事
業
の

経
営
を
圧
迫
し
、
撤
退
や

廃
業
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
大
阪
府
全
体
の
待
機
者

は
２
０
０
７
年
で
は
６
０

９
０
人
が
、
２
０
１
４
年

で
は
８
５
５
１
人
と
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

入
所
施
設
が
不
足
す
る

中
、
大
阪
府
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
補
助

金
を
他
府
県
の
低
い
水
準

に
合
わ
せ
、
１
床
あ
た
り

３
７
１
万
円
を
２
７
０
万

円
へ
と
１
０
０
万
円
以
上

も
削
減
し
て
き
ま
し
た
。

同
時
に
、
２
０
０
３
年

度
に
１
１
８
３
件
、
２
０

た
と
回
答
。
ほ
か
に
は
、

主
治
医
の
意
見
書
が
遅
れ

る
な
ど
の
事
情
を
説
明
し

ま
し
た
。

太
田
議
員
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
は
あ
る
と
思
う

が
、
せ
め
て
１
次
判
定
の

結
果
に
つ
い
て
は
介
護
事

業
所
に
出
来
る
だ
け
早
く

伝
え
る
べ
き
と
指
摘
し
ま

し
た
。

０
８
年
度
で
も
３
８
２
件

あ
っ
た
高
齢
者
住
宅
改
造

補
助
金
を
２
０
０
９
年
度

か
ら
廃
止
し
、
見
守
り
訪

問
も
２
０
１
１
年
度
か
ら

廃
止
し
ま
し
た
。

介
護
が
必
要
な
高
齢
者

が
介
護
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
「
介
護
難
民
」

を
出
さ
な
い
た
め
に
は
、

誰
も
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ

ス
が
使
え
る
よ
う
に
、
大

阪
府
が
施
策
の
後
退
で
は

な
く
制
度
を
充
実
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
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